






















































































































































   ぶじ往還の記 
- 171 -
インダス文明研究会　ニュースレター　Vol. ● インダス・プロジェクト　ニュースレター　第７号











































































付 近 ） に 起 こ り , ア レ イ ア、 バ ク ト リ ア （Baktriš, 現
Balkh）、マルギアーナ （Marguš, 現 Merv）、ついで南の
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Xvāstrā は『リグヴェーダ』に現れる Suvstu- にほぼ
（suffix 以外）一致し、後者は現在の河川 Swāt の古名で
ある。いずれも「居住地、牧草地に恵まれた」を意味する。
アレイアの古ペルシャ語形 Haraiva には Saráyu- がほぼ
対応し、新アヴェスタ語、単数対格形 Harōiiūm、さら
に派生形容詞 hārōiiu- 「H 出身の」とともにインド・イ
ラン祖語 *sarau- に遡る。Saráyu- は一般にアヨーデャー


































川の北側を並行して流れ、ハムーン湖に注ぐ Xāš Rūd 
の古名、新アヴェスタ語 Xvāstrā にも見られる。この











た可能性は考えられよう。以後、前 13 世紀末から前 11
世紀にかけて西方の歴史に登場する「海の民」にまで続
く一連の動乱の始まりが示唆されるであろうか。自然環








































































































アーリヤ語 gáv- < インド・イラン祖語 *gá- < 印欧祖
語 *gwó-, 英語 cow なども同起源。シナ語古音 *ngŭg 














図 2   インダス印章 : 樹神礼拝と「七母神」
展 覧 会 カ タ ロ グ Aachen 1987: Vergessene Städte am Indus. Frühe 
Kulturen in Pakistan vom 8.-2. Jahrtausend v. Chr. Mainz (Verlag 
Philipp von Zabern) 1987, p.149 より



































図 4  ドーラーヴィーラー、アクロポリス東壁上から西を望む
（後藤写）
図 5   ブジの灯明祭り
1 月 31 日、旧暦新年に先立つ満月の夜（後藤写）
8.  仲間たち

















































　Bhuj Round Table 2010 : International Conference on 
Gujarat Harappans and Chalcolithic Cultures が 2010 年
1 月 28 日から 31 日まで、インド・グジャラート州のブ





























































































































ンのビーズが 6 本ずつ並べて、それを 6 組使う豪華なベ








































































　私は、今回の Bhuj Round Table に参加するまで、昨














































































Agrawal, D. P. 2009 Harappan Technology and Its Legacy. 
　New Delhi : Rupa & Co.
バシュラール、ガストン 1969『火の精神分析』（原著 1939）
　せりか書房。
Bhan, Kuldeep K. n.d. Temporary Exhibition on the Craft 
　and Technology of Indus-Saraswati Civilization C.4600-　　
　3900 B. P.） . Vadoadara : Museum of Archaeology , 
　Department of Archaeology and Ancient History, Faculty 
　of Arts , The Maharaja Sayajirao University of Baroda.
遠藤　仁 2008「グジャラート州カーンバートのビーズ制作
　工房」『インダス・プロジェクトニュースレター』4：1-5 頁。
Nandagopal, Choodamani 2006 Arts and Crafts of Indus 
　Civilization . New Delhi : Aryan Books International, 
　Bangalore : International Centre for Indian Art and Cultural 
　Studies















































































































に繰り返し見ている映画 "It's a Wonderful Life"（邦題「素
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寺村 裕史（総合地球環境学研究所）













1. Holocene Climate Reconstruction 
2. Responses of Complex Societies to Climatic Variation 
3. Archaeological Evidence for Pollution and its Ecological
    Implications
4. Stable Isotope Analys in the Middle East 
　Pre-Modern Climate Change - Caauses and 　
　Human Responses Stine Rossel Memorial 　
　Conference
　19th Congress of The Indo-Pacific Prehistory 







　2009 年 11 月 29 日～ 12 月 5 日の日程で、ベトナム
のハノイにおいて、表題の大会が開催されました。
　”Themes related to the archaeological record during 
the Holocene (geographical or chronological foci)” とい
うテーマのもと、そのうちの 1 つのセッションとして ”

























































Rethinking on the Impacts of Climate Change in the Past
20, August (Fri)　13:00-17:10
“Greeting” (N. Tachinoto)
“The Mesopotamian Response to Climate Change: Collapse 
as Adaptation” (L. Ristvet)
“Diet and Climatic Shifts: Their Interrelationship During the 
Indus Civilization” (S. A. Weber)
“The Importance of Small Scale Approach to Understand 
Env i ronmenta l  Change,  Landscape and Resource 
Exploitation: The Example of Holocene North Gujarat (India)”
(M. Madella)
"Changing Agricultural Strategies in Relation Tosocial and 
Environmental Changes at Harappan Kanmer, Kachchh, 
Gujarat" (A. K. Pokharia)
“Investigating the Interplay between Climate Change and 
Culture-history among Hunter-gatherer Societies at the 
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   インダス・プロジェクト報告会のお知らせ
   招聘外国人研究者のご紹介
   編集後記
Anil K. Pokharia さん
Steven A. Weber さん
Pleistocene/Holocene Transition in Northern Eurasia” (P. 
Jordan)
21, August (Sat)　9:30-14:30
“Challenge of High-Resolution Paleoclimatology: its Potential 
Impacts for Understanding of Relationships between Climate 
and Societies” (T. Nakatsuka)
“Climate Change, Subsistence Intensification, and Human 
Impacts on the Jomon Landscape” (J. Habu)
“Environment and Socio-Cultural Changes in the Prehistory 
of Okinawa” (H. Takamiya)
“Discussion”
　プロジェクトメンバーの皆様にはすでに電子メールで
詳細を通達してありますように、8 月 27 日（金）、28
日（土）にインダス・プロジェクトでは、毎年恒例と
なっております報告会を地球研の講演室にて開催いたし









州立大学から S. A. ウェバー（Weber）さんが 6 ～ 8 月
の 3 ヶ月間、インドのビルバル・サハニ・古植物学研究


















                プロジェクトリーダー　長田　俊樹
                編集・発行　インダス・プロジェクト
                発行日　2010 年 8 月 5 日
                〒 603-8047　京都府京都市北区上賀茂本山 457-4
                大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
                総合地球環境学研究所
                URL: http://www.chikyu.ac.jp/indus/index.html 
- 185 -
第８号
2011 年 8 月 5 日発行
　インダス・プロジェクトがプレ研究（PR）としてス







































































に報告したい。3 月 4 日に日本をたちムンバイ（Mumbai）




（Shreyas）君の 4 名で、3 月 6 日から 3 月 9 日の 4 日間
マハーラーシュトラ州とカルナータカ州の州境地域を調
査した（図 1）。その後、3 月 10 日午後プネーからムン
バイに移動、ムンバイから 3 月 11 日に帰国した。調査
日程と調査ルートは表 1 と図 2 に示したとおりである。
また、インド矮性コムギあるいはエンマーコムギの情報
とサンプルを得た地点を表 2 と図 2 のポイントで示し
た。
　




　インド矮性コムギ（Triticum aestivum ssp. sphaerococcum ）
は、アラビア半島とパキスタン南部、インド北西部での
み栽培された記録のある普通系コムギの 1 亜種で、この














　一方、エンマーコムギ（T. turgidum ssp. dicoccum）は、




turgidum ssp. turgidum convar. durum）やパンコムギ
に置き換わり、地中海・西南アジアやヨーロッパではほ
とんど栽培されなくなった。インド北西部およびパキス





図 1   デカン大学考古学研究所でシンデー教授とともに
後列左から、千葉、森、大田
表 1　2011 年 3 月の生業システム研究グループの調査ルート
 年 月 日  調査ルート
 3 月   4 日（金）  Osaka ― Mumbai
 3 月   5 日（土）  Mumbai ― Pune 
 3 月   6 日（日）  Pune ― Satara ― Koregaon ― Mhasvad ― Malshiras ― Mhaswad ― Vita
 3 月   7 日（月）  Vita ― Khanapur ― Karanj ― Jarandi ― Kavathe Mahangal ― Jath ― Amurtvadi ― Jath
 3 月   8 日（火）  Jath ― Gherdi ― Jath ― Bijapur ― Motevadi ― Bijapur
 3 月   9 日（水）  Bijapur ― Masavinala ― Basabana Bagebadi ― Jamukhandi ― Madrakhandi ― Satti ― Sangli ― Pune











































図 2   2011 年 3 月の調査ルートと採集地点
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　ジャットの 300 ルピーのホテルに午後 1 時にチェッ
クイン、昼食後、東の地域を調査した。ジャットから



















調査 3 日目（3 月 8 日火曜日）：ジャットからゲルディ
（Gherdi）に寄りビジャプル（Bijapur）
　5 時 40 分起床。きのう西陽の当っていた部屋はまだ
なま温かい。人のいないフロントでしばらく支払いを
図 3   カナプル近くの乾いた風景
図 5   モテワディ村の農家で出してもらったインド矮性
コムギの種子
図 4   ジャット近くアムルトゥワディ村のエンマーコムギ畑
での聞き込み
図 6   ゴル・グムバズの回廊からビジャプル市内を望む
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調査地点番号 州 村名 緯度 (°N) 経度 (°E) 高度 (m) 情　　報
2011-3-6-1 Maharashtra Mhasvad 17°38'06'' 74°47'03'' 620
穀物商。インド矮性コムギは知らない。エンマーコムギは店にある；
呼称 khapli
2011-3-7-1 Maharashtra Jarandi 17°11'40'' 74°49'52'' 811
街角。インド矮性コムギは見たことも名前も知らない。エンマー
コムギはある；まだ青い畑、呼称 khapli
2011-3-7-2 Maharashtra Amurtvadi 17°02'16'' 75°16'10'' 696
エンマーコムギの畑を見つけて車を止める。オーナーがやってき
てサンプルをもらう；呼称 khapli




2011-3-8-2 Maharashtra Motevadi 17°01'34'' 75°38'37'' 562
インド矮性コムギを昨年作っていた農家。灌漑用のポンプが壊れ
たので今年は作っていない；呼称 bol-gahu




図 7   ビジャプルの夕暮れ 図 8   カルナータカ州マサビナーラ村のインド矮性コムギの畑にて
図 9   インド矮性コムギの穂（A）と穀粒（B)
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調査 4 日目（3 月 9 日水曜日）：ビジャプルからプネー




















































その利用法などについて、主に 2009 ～ 10 年にかけて
の 3 回の調査（2009 年 2 月には京都大学の三浦励一さ
んと、その 9 月にはチームリーダーで福井県立大学の大
































写真 1   儀礼食マーダリ、バッラーリ県アンカサムドゥラ（10 年）
写真 2   加圧押し出し式のシャーヴィゲ製造機、バッラーリ県
H.B. ハッリ（10 年）
写真 3   製粉所脇のシャーヴィゲ干し場、バッラーリ県 H.B.
ハッリ（10 年）
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写真 5  バナナのパーヤサ、ダクシナカンナダ県ダルマスタラ
近郊（08 年）
写真 4  油揚げしたシャーヴィゲ、バンガロール市のシティー・
マーケット（08 年）

















写真 7  挽き割り EW の袋詰め タミル語のサンバゴーディという
発音がカンナダ文字で表記されている バンガロール市内（10 年）
写真 8  ラギー（シコクビエ）ロッティ、バッラーリ市（09 年）
これとアッキ（米）ロッティの場合にタマネギや唐辛子などがミッ
クスされる
写真 9  アッキ（米）ムッデ（掻い餅）、ココナッツミルクが混ぜ
てある  バンガロール市（10 年）
写真 11  EW の粒粥パーヤサ、バーガルコトゥ県アルマティ近郊
（10 年）
写真 10  真鍮の組み立て式押出し器で、アッキムッデから米の
シャーヴィゲを作る  バンガロール市（10 年）
- 194 -


















































　2009 年 2 月 13 日、北部カルナータカのビジャプル県
ドーヌール村を訪れた際、刈入れや脱穀の開始に先立っ
て行われる「五人の既婚女性の歓待」儀礼を見ることが



















































































写真 13  マカロニコムギのホーリゲ、ビジャプル県ドーヌール
（09 年）
写真 14  マカロニコムギのウッピットゥ、ビジャプル県ドーヌー
ル（09 年）
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写真 15  広大なバナナ農園で働く人々、マハーラーシュトゥラ州
北部のバルガオン県（09 年）
写真 16  ガタスタープナ儀礼に使われる穀粒（この場合、EW・
オオムギ・米・トウジンビエ・シコクビエの 5 種）、プネー市の
ラクシュミー・マーケット（09 年）
写真 17  ランバーニの女性、バッラーリ市（09 年）









































































yaava aane? kaaDu aane, yaava kaaDu? suDugaaDu, 
yaava suDu? roTTi suDu, yaava roTTi? jave roTTi, yaava 

















































　 実 は、「yavagodhuuma」 と い う 複 合 語 は、 実
際 に サ ン ス ク リ ト 文 献 に 存 在 す る ら し い く、 東 北



































































































Apte, V.S. (1986) A Practical Sanskrit-English Dictionary, 









長田俊樹 (1995) 日文研叢書 8『ムンダ人の農耕文化と食
事文化：民族言語学的考察』国際日本文化研究セン
ター．
Kittel, F. (1994) A Kannada-English Dictionary (original 
ed. by Basel Mission book & Tract Depository, 








Fuller, D.Q. (2006) 'Agricultural Origins and Frontiers in 
South Asia: A Working Synthesis', Journal of World 








Saraswat, K.S. and A.K. Pokharia (2002) 'Harappan Plant 
Economy at Balu, Hariyana', Pragdhara 12 (Journal of 
the U.P. State Archaeology Department 2001-2002), 
Lucknow, pp.153-174.
S a r a s w a t ,  K . S .  a n d  A . K .  P o k h a r i a  ( 2 0 0 3 ) 
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'Palaeoethnobotanical Investigation at Early 
Harappan Kunal', Pragdhara  13 (Journal of the 




　2011 年 3 月 11 日 か ら 3 月 25 日 の 期 間 に お い て
ア メ リ カ の サ ン タ フ ェ で 開 催 さ れ た AGU Chapman 


























































AGU Chapman Conference on Climates, Past 

















AGU Chapman Conference on Climates, Past Landscapes, 
and Civilizations
Santa Fe, New Mexico, USA　　　　　　21–25 March, 2011
写真 2　グランドキャニオン
写真 4　メサベルデ遺跡 写真 5　チャコカルチャー遺跡
写真 3　モニュメントバレー
Conference Objectives and General Description
Human society is intimately linked to the environment 
that sustains it. Civilizations have evolved during a 
period of unique climatic stability since the onset of 
the Holocene, around 10 ka. However, even within 
this overall framework of stability, changes in regional 
and global cl imate have significantly impacted 
the development of societies. To understand the 
effects of climate change, population increase, and 
resource exploitation on modern societies, a better 
understanding of how climate,  landscapes and 
civilizations have interacted in the past is needed. 
Although these processes impact most strongly poorer, 
less prepared countries, nevertheless, as Hurricane 
Katrina has shown, even the wealthiest countries are not 
immune to the effects of environmental catastrophe. 
This Chapman meeting will assess the present state of 
science on how mankind and the environment have 
- 202 -
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interacted over a variety of time and spatial scales. 
We encourage participation of scientists from across 
the fields of the ocean and Earth sciences, as well as 
anthropology, archaeology and historical sciences to 
present their recent research. Although the meeting will 
feature keynote speakers and established researchers 




   招へい外国人研究員 P. アジトプラサードさんの来日
　国際シンポジウムのお知らせ






















Indus Project International Symposium 2011
“Environmental Change and the Indus Civilization”
Sunday, 7 August 2011
13:00-13:45 “An archaebotanical Study in the Indus 
Civilization”, Steven A. WEBER (Washington 
State University)
13:45-14:30 “Significance of Lakhan-Jo-Daro in Indus 
Civilization”, Nilofer SHAIKH and Qasid 
MALLAH (Shah Abdul Latif University) 
14:30-15:15 “Excavations at Shikarpur, Gujarat 2010-
11”, P. AJITHPRASAD (The M. S. University of 
Baroda) 
[Break]
15:30-16:15 “Locational Analysis of Two Indus Period 
U r b a n  C e n t e r s  o f  I n d u s  V a l l e y :  t h e 
Chanhudaro and Nahuto”, Qasid MALLAH 
(Shah Abdul Latif University)
16:15-17:00 “SUMMARY of  Results  of  First  Phase 
Excavation at Kanmer, Gujarat, India”, J.S. 
KHARAKWAL (JRN Rajasthan Vidyapeeth) 
17:00-17:30 Discussion
Monday, 8 August 2011
9:30-10:00 “Variability of the Asian monsoon as a 
potential candidate for decline of Indus 
civilization”, Atsunori NAKAMURA (The 
University of Tokyo) 
10:00-10:30 “Mid Holocene climate reconstruction using 
oxygen isotopic composition of modern and 
fossil catfish otolith in North West India”, 
Kaoru KUBOTA and Atsunori NAKAMURA 






10:30-11:00 “Geomorphological Constraints on the 
River Regime of the Ghaggar during Mature 
Harappan Period, Northwestern India”, 
Hideaki MAEMOKU (Hiroshima University) 
11:00-11:45 “ A  s u m m a r y  o f  o r a l  a n d  p o s t e r 
presentations by our project members at 
AGU and EGU”, Toshiki OSADA (RIHN) 
[Lunch] 
13:00-14:00 “ C o w s  a n d  b u l l s  i n  O l d  I n d o - A r y a n 
l i t e r a t u r e” ,  To s h i f u m i  G O T O,  N a o k o 
NISHIMURA ( Tohoku Univers i ty)  and 
Chisei OSHIMA (Institute for Research in 
Humanities, Kyoto University) 
14:00-14:30 “The two ancient wheats, emmer wheat 
and Indian dwarf wheat, are still alive in 
India - their cultivation and utilization -”, 
Shoji OHTA (Fukui prefectural University), 
Naoki MORI (Kobe University), and Hajime 
CHIBA (Tohoku Gakuin University)
14:30-15:00 “Chloroplast DNA variation in emmer 
wheat and Indian dwarf wheat in Indian 
s u b c o n t i n e n t ” ,  N a o k i  M O R I  ( K o b e 
U n i v e r s i t y ) ,  T o s h i y a  T A K A G I  ( K o b e 
U n i v e r s i t y ) ,  H a j i m e  C H I B A  ( T o h o k u 
Gakuin University) and Shoji OHTA (Fukui 
Prefectural University)
　総合地球環境学研究所では、10 月 26 日～ 28 日にか
け第６回地球研国際シンポジウム「Beyond Collapse: 
Transformation of human-environmental relationships, 
past, present and future」を開催します。その中のセッ
ションの 1 つとして、インダス・プロジェクトも「Beyond 
collapse: In the case of Indus Civilization」として参加し
ます。詳細につきましては後日連絡いたしますが、当プ
ロジェクトからは、プロジェクトメンバーの横山祐典さ
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